
 

  

 

 

 

 

 

★令和３年度に向けて 

 新しい年が始まって、もう１か月がたちました。３学期の始業式では、「短い時間ですが、今の学年を締めくくり、次の学年でよりよいスタートを切ることができるようしっ

かり取り組んでいきましょう。」と、子どもたちに話をしました。私たち教職員も、力を合わせて令和２年度をしっかりと締めくくるとともに、今年の取組を反省し、来年度の

取組の焦点化を図っていこうと考えています。

 本年度は、「笑顔あふれる楽しい学校～やる気いっぱい伊部っ子～」のスローガンのもと、様々な取組の中心に子どもたちが主体的にかかわることを中心に据えて取り組みま

した。子どもたちも「笑顔あふれる楽しい学校～元気・やる気のいんべっ子」を、児童会のスローガンにして、教職員と子どもたちが同じ方向を向いて取り組んできました。 

 さて、次に掲げているのは、ご協力いただいたアンケートなどを参考にして行った教職員の自己評価の結果の概要です。令和 3 年度は、児童と教職員、そして保護者の方が

同じ方向に向いて取り組んでいくことができたらと思います。ぜひ、ご一読ください。 

一昨年度、８４．６％、昨年度８９．２％だった「学校が楽しい」と回答した子が本

年度は９５．３％になりました。保護者の皆様のご協力を得て、子どもたちと教職員が

同じ方向を向いて伊部小学校をよりよくしようと取り組んだ結果かな、と考えていま

す。来年度に向けての課題もしっかりと捉え、学校と保護者の皆様が同じ方向へ子ども

たちを導いていくことができたら、もっと素晴らしい伊部小学校になるのではないかと

思います。ぜひ、お力をお貸しください。 

★ご協力ください 

 先日、備前市青少年育成センターの方とお話しする機会がありました。この方は、子ど

もたちの安全のため、いろいろな小学校の下校時の見守りをしてくださっています。 

その方から、子どもたちのあいさつについて「1学期に比べて、しっかりとできる子が

増えてきましたね。」と褒めていただき、とてもうれしく思いました。ただ、「少し心配な

ことが…」とお話ししてくださったこともあります。それは、低学年の子が備前中学校の

辺りで左右も確かめず、いきなりこども園の駐車場に向かって道路を横切って走り出して

いった、という内容でした。少し前には、地域の方から伊部公民館の駐車場に向かって子

どもが道路を横切るために飛び出して危なかったというお話もありました。 

 昨年度までの「えがお」で、何度か下校時の車でのお迎えについて書かせていただきま

した。公民館などで車に乗せることによって、学校を出発したときには何人かで帰ってい

たにもかかわらず、一人で下校してしまうことになる子がいるというのが理由でしたが、

このことも大きな理由だったのです。 

 伊部小学校では、子どもたちの安全のため、集団での登下校をしています。ですから、

できるだけ車でのお迎えはせず、歩いての登下校をお願いしています。習い事や通院など

の放課後の予定により、どうしてもお迎えが必要な場合があることも理解しています。 

 担任からは、道路の渡り方について、遠くても横断歩道を渡るよう、今一度指導いたし

ました。 

どうしてもお迎えが必要な場合、そして、公民館やこども園で迎えなければならない場

合、すぐに道路を横切るのではなく、左右を確かめて近くの横断歩道を渡るよう、ご家庭

でもお話しください。ご協力をお願いします。 

学校長：磯本宏幸   

ホームページ http://www.city.bizen.okayama.jp/shimin/school/bizen/s_inbe/s_inbe.jsp 
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学校教育目標： 明るく、仲よく、よく働く子を育てる 

◎よりよい学校づくりのために、児童の育成【仲間づくり】 

 【居場所のある学校づくり、委員会活動、あいさつ運動、ふれあい班活動：A】 

 ※（ ）内は昨年度の結果です。 

・学校が楽しい児童：95.3％（89.2％） 

・進んであいさつができた児童：89.5％（90.0％）、保護者：76.3％（80.2％） 

・ふれあい班の人と仲良くできた児童：96.0％（96.1％）     

   学級活動や学校行事、委員会活動など、様々な活動で児童会スローガンを意識させた

ことで、児童が目的やめあてをはっきりともって取り組むことができた。児童と教員が

同じ方向を目指して取り組む姿勢ができたことが成果である。来年度は、教職員間の共

通理解、共通認識をより一層高めて取り組みたい。 

◎「分かる」「できる」喜びのある学習づくり【学びづくり】 

 【基礎的な計算力の定着：B】 

  ・各学年の計算テストで達成基準に到達した児童：89％ 

   ほとんどの学年が達成基準に到達することができた。計算練習に取り組む時間を確保

し、繰り返し練習に取り組んだことで学年相応の計算力の定着がはかれたと思う。児童

の意欲を高めるよう取組を工夫していきたい 

 【読書を楽しむ子どもの育成：C】 

・読書に親しんだ児童：80.6％（83.8％）、保護者：55.6％（55.1％） 

   「おすすめ３０選」や「うちどく」などの働きかけはできたが、「読書を楽しむ子ども」

の育成にはいたっていない。伊部小学校で何のために読書を進めて行くのかを考え直し

共通理解して取り組む必要がある。 

◎望ましい生活習慣を身に付けた子どもの育成【心身づくり】 

【生活習慣、運動、読書、食育：Ｂ】 

・できた児童：メディア：88.1％（81.1％）、外遊び：84.1％（78.0％）、読書：80.6％（83.8％） 

  健康教室・各学級での指導やチャレンジカードの工夫などにより、メディアスリム化

に対する意識は高まってきているが、望ましい生活習慣を身に付けるまでにはいたって

いない。生活習慣を整えるためにメディアスリム化を行うのだという目的を児童と再確

認したい。 

 【家庭への働きかけ：Ｂ】 

・生活習慣の情報発信：93.8％（95.1％） 

   いきいき通信など情報発信には積極的に取り組めたが、十分な成果を上げた実感がな

い。児童にとって非常に大切な生活習慣づくりの取組であるので、全ての家庭に理解と

協力が得られるよう、別の手段も検討していきたい。 

 

◎学校・家庭・地域との連携、協働【ネットワークづくり】 

 【積極的な情報発信：Ｂ】 

  ・よく分かるような情報発信ができている：89.3％（93.5％） 

   昨年度より評価は下がっているが、いきいき通信やＨＰ等で学校の行事や取組を発信

できている。保護者が求める情報を今一度考え、内容や方法、タイミング等について見直

していきたい。 

【ボランティアの方と児童・教職員・保護者の関係づくり：Ｂ】 

・より充実した教育活動：89.6％（95.9％） 

   コロナ禍であり活動が制限されるなかで、できる範囲での取組はできたと思う。一緒

に活動するだけでなく、関わりが持てるような工夫をしていきたい。 

日 曜 行  事  予  定

1 月 全校朝会　　クラブ（３年クラブ見学） 15:00 15:55

2 火 15:00 15:55

3 水 14:40 15:35

4 木 15:00 15:55

5 金 15:00 15:55

6 土

7 日

8 月 委員会 15:00 15:55

9 火 ※参観日中止のため、通常時程 15:00 15:55

10 水 ６年非行防止教室 14:40 15:35

11 木 建国記念の日
12 金 ふれあいＧＯの日 15:00 15:55

13 土

14 日

15 月 代表委員会　口座振替日 15:00 15:55

16 火 ３年そろばん学習 15:00 15:55

17 水 ５年つながりの森植樹　 14:40 15:35

18 木 ３年そろばん学習 15:00 15:55

19 金
３年そろばん学習
メディアスリム化大作戦（～２５日）

15:00 15:55

20 土

21 日

22 月 15:00 15:55

23 火 天皇誕生日
24 水 振替休日 14:40 15:35

25 木 新入学児童用品販売 15:00 15:55

26 金 メディアファイル回収日 15:00 15:55

27 土

28 日

３月の行事

２月の行事

スクールバス

２３日（火）：卒業式　　２６日（金）：修了式

 


